
新型コロナウイルス感染症が疑われる場合について

【新型コロナウイルス感染症の感染が疑われる症状がある場合】 ※厚生労働省告知
① 息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、高熱等の強い症状のいずれかがある場合
② 重症化しやすい方（※）で、発熱や咳など比較的軽い風邪の症状がある場合
※高齢者、糖尿病、心不全、呼吸器疾患（COPD等）等の基礎疾患がある方や透析を受けている方、
免疫抑制剤や抗がん剤等を用いている方

③ ①及び②以外の方で発熱や咳など比較的軽い風邪の症状が続く場合
（症状が4日以上続く場合、強い症状と思う場合、解熱剤などを飲み続けれなければならない場合）

【濃厚接触者となった場合】
新型コロナウイルス感染症に罹った人（罹患した
人）の濃厚接触者となった場合

【新型コロナ受診相談センター（帰国者・接触者相談センター）への相談】
「新型コロナウイルス感染症の感染が疑われる症状」に該当する場合は各市町村の
「新型コロナ受診相談センター（帰国者･接触者相談センター）」に早急に連絡し、相談してください。
○大阪市 電話 06-6647-0641 受付時間 24時間（土・日・祝含む）
○大阪府 電話 06-6944-8197 受付時間 9：00～18：00（土・日・祝含む）
○留学生の相談窓口 公益財団法人大阪国際交流センター 電話 06-6773-6553

受付時間 月～金 9：00～19：00
土日祝 9:00～17:30

【大学への連絡】
直ちに大学に「症状」、「状況」を連絡してください。
○太成学院大学 代表電話 072-362-3731

受付時間 9：00～17：00（土日祝除く）

【PCR検査】 【学内で濃厚接触者と疑われる方への連絡】
「感染症が疑われる人」、又は「濃厚接触者となった
人」が確認された場合、大学内においてそれらの人
の行動履歴調査等を行い、学内濃厚接触と疑われる
人に対して連絡します。
学内濃厚接触者となった場合は自宅待機をお願します。
保健所等の指導、指示のもと、必要に応じて大学から
逐次状況等を連絡します。

「自宅待機」となった場合、受講できない授業は『欠席』
となりません。自宅待機期間中は授業ごとに指定された
方法により学修を行ってください。

陰 性
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【自宅待機の解除の通知】
「陰性」が確認された後、保健所等の
指導、指示のもと、自宅待機の解除
について大学より連絡します。
学内濃厚接触者についても同様に
大学より連絡します。

【陽性が確認された場合】
「陽性」が確認された場合、直ちに大学に連絡して
ください。確認後は保健所等の指示に従ってください。
学内濃厚接触者は、保健所等の指導、指示のもと、
PCR検査等の必要とされる事項について大学より
連絡します。
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〔大学連絡用メールアドレスQRコード〕

〔新型コロナウイルスに関する
帰国者・接触者相談センターホームページアドレスQRコード〕

陽性の場合、直ちに
大学に連絡する
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